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・ よろしくお願いします 民生委員・児童委員 サ2
・救急ミニ知識 負予η Ⅲ上'子 舛'''■ ''3
・湯沢町職員の給与等の状況 ι“`争 ウ“・ 4～ 5
。年末年始の犯罪・事故の防止 彰∫イヤ・ 分子6

・ パソコン自学習支援コース利用時間変更 'Ⅲ 7

・ けんこつ体操をはじめてみませんか ?4と ら8
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主

な

内

容

Ｈ
月
１９
日

（月
）
、
一
般
国
道

１７
子
湯
沢
丈

差
点
改
皮
事
業
竣

工
式

が
、
湯
沢
Ｉ
Ｃ
丈
差

点
付
近
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
交
通

安
全
祈
願
祭

の
あ
と
約

８０
名

が
出
席

し
て
、

竣

工
式
が
行
わ
れ
、
日
十
直
紀
参
議
院
議
員
、

村
山
隆
征
湯
沢
町
長
ら
が
テ
ー
ブ
カ

ッ
ト
を

行

い
、
竣

工
を
祝

い
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、

冬
期
体

日
に
お
け
る
ス
キ
ー
客
等

に
よ
る
交

通
量
増
加
で
、
湯
沢
Ｉ
Ｃ
丈
差
点
を
中

趙
と

し
た
著

し

い
交
通
混
雑
を
解
消
す
る
た

め
、

行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
と
併
せ
て
、
新
し

い
「湯
沢
町
役
場

バ

ス
停
留
所
」
の
竣

工
式

も
行

わ

れ
ま
し
た
。

（写
真

方
下
）
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高橋 悦子さん

高橋 貞良さん

小野塚 政信さん

樋口 保芳さん

角谷 正明さん

今村 正江さん

民
生
委
員

・
児
童
委
員
は
、
一
人

一
人
が

受
け
持

つ
「担
当
地
区
」
を
基
盤
に
住
民
の

立
場
に
立

っ
て
活
動
す
る
、
私
た
ち
の
最
も

身
近
な
相
談

・
支
援
者
で
す
。

特
に
地
域
社
会
の
中
で
孤
立
し
が
ち
な

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
夫
婦
世

帯
、
障
害
者
世
帯
、
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど

の
問
題
に
悩
む
子
育
て
家
庭
等
に
対
し
て
、

訪
問
と
相
談
、
そ
し
て
解
決
に
必
要
な
対
応

を
行

っ
て
い
ま
す
。

民
生
委
員

・
児
童
委
員
は
、
あ
な
た
の
地

区
の
あ
な
た
の
委
員
で
す
。
生
活
上
の
悩
み

を
抱
え
、
誰
か
に
相
談
し
た
い
と
き
、
あ
る

い
は
福
祉
や
保
健
の
制
度
を
利
用
し
た
い

と
考
え
て
い
る
と
き
な
ど
、
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員
は
、
民
生
委
員
法
に

よ
っ
て
設
置
さ
れ
、
ま
た
児
童
福

祉
法
に
よ
っ
て
同
時
に
児
童
委
員

を
兼
ね
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

基
本
的
人
権
を
尊
重
し
、
社
会
奉

仕
の
精
神
を
も
っ
て
社
会
福
祉
の

増
進
に
努
め
て
い
ま
す
。
今
年
１２

月
に
改
選
が
行
わ
れ
、
６
名
の
方

が
交
代
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
し

た
関
　
正
平
さ
ん

全
二
俣
１
）
、
山

本
康
次
さ
ん

（旭
原
）、
南
雲
ミ
ヨ

シ
さ
ん

（古
野
１
）
、
宮
田
静
枝
さ

ん

（上
中
）
、
南
雲
文
子
さ
ん

（西

山
）
、
山
崎
綾
子
さ
ん
（諏
訪
）
本
当

に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

担当地区 (備考) 氏 名 住所 電話番号

浅貝 梅沢 京子 浅貝 89-2038
二居 富沢 輝子 二居 89-2010
三俣 1、 三俣 2(新任) 評 観子 三俣 2 88-9107

大島、八木沢 森下 米子 大島 88-9146

芝原、七谷切 宮下 吉高 七谷切 84-4334
戸沢、平沢、田中 笛田  正 戸沢 84-3502

堰場、栄町 金丸 一江 堰場 84-2766

原新田、小原、宮林 池田美津恵 宮林 84-4027

中子、岩原高原 南雲 荒喜 中子 87-3410

添名、原、萩原、西原 牛木 良信 添名 87-3919

小坂、滝の又 腰越 呉夫 滝の又 87-3425
谷後、旭原 (新任) 谷後 87-3651

中里、古野 1、 古野 2(新任) 古野 1 87-3216

松川、土樽、土樽スキー場 矧持 英夫 土樽 87-3386
一之町 高橋 トミエ 一之町 84-2801

駅通 高橋 武成 駅通 84-2422

上中、谷地 (新任) 上中 84-3680

楽町、下中 林 奈代子 下中 84-2335

幅下、諏訪、愛宕、東電、ナ屈切 田村 正夫 幅下 84-2741

布場、湯元 岸野  巌 布場 84-2866

滝沢、西中 橋本 秋治 西中 84-2577

西山、下熊野、上熊野 (新任) 馴響磯瘍 上熊野 84-2421

石白、湯鉄神立 南雲 圭子 石 白 84-2873

全町 (主任児童委員 。新任) 石 白 84-2830

全町 (主任児童委員) 熊谷 朱美 古野 1 87-3450
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「
酒
は
百
薬
の
長
」
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
飲
み
過
ざ
れ
ば
二
日

酔
い
、
∞販
悪
死
に
至

っ
て
し
ま
い

ま
す
。
酒
を
飲
む
と
ま
ず
胃
や
小

腸
で
体
内
に
吸
収
さ
れ
、
吸
収
さ

れ
た
ア
ル
コ
ー
ル
は
約
９０
％
ガ
肝

臓
で
ア
ル
デ
ヒ
ド
や
酢
酸
に
分
解

さ
れ
て
尿
と
し
て
体
外
に
排
出
さ

れ
ま
す
。
体
内
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度

は
、
飲
酒
後
３０
分
～
３
時
間
で
最

高
値
に
な
り
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル

は
、
血
管
を
広
げ
血
行
を
よ
＜
し

ま
す
ガ
路
上
な
ど
で
寝
込
ん
で
し

ま
う
と
容
易
に
低
体
温
と
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
期
、
酒
を
飲
ん

で
気
持
ち
よ
く
な
り
、
外
で
寝
る

と
い
う
こ
と
だ
け
は
、
決
し
て
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
障
害
は
、

急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
の
他
に
、

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
、
肝
炎
、
膵
炎
、

脳
症
や
精
神
症
状
ガ
現
れ
て
き
ま

す
。
ま
た
、
飲
酒
運
転
な
ど
は
絶
対

に
や
め
ま
し
よ
う
。

【間
い
合
わ
せ
】

魚
沼
消
防
署
湯
沢
分
署

砒
８４

・
３
３
７
７

◇
白
血
病
な
ど
の
病
気
は
、
毎
年
、

６
，
０
０
０
人
ぐ
ら
い
発
病
し

て
い
ま
す
。

◇
移
植
を
す
る
に
は
、
患
者
と
骨

髄
提
供
者

（ド
ナ
ー
）
の
白
血

球
の
型
ガ

一
致
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
３０
万
人
の
ド
ナ
ー
登

録
ガ
必
要
で
す
。

《
骨
髄
と
は
？
》

骨
の
中
の
ゼ
リ
ー
状
の
液
体

で
、
脊
髄
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

《
骨
髄
移
植
と
は
？
》

骨
髄
液
を
点
消

で
入
れ
る
こ

と
で
、
信
を
切

っ
て
く
っ
つ
け

る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

《
で
は
、
な
ぜ
移
植
な
の
？
》

骨
髄
液
は
臓
器
な
の
で
、
点
滴

で
入
れ
て
も
医
学
で
は
移
植

と
い
い
ま
す
。

《
ド
ナ
ー
は
？
》

劉
～
５０
歳
ま
で
の
健
康
な
方

ガ
ド
ナ
ー
と
な
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

《
ド
ナ
ー
登
録
は
？
》

腕
か
ら
１０

ｃｃ
の
採
血
で
済
み
、

所
要
時
間
は
約
３０
分
か
か
り

ま
す
。
あ
な
た
の
日
Ｌ
Ａ

（白

血
球
の
型
）
は
骨
髄
バ
ン
ク
に

登
録
さ
れ
ま
す
。

ド
ナ
ー
登
録
は
、
予
約
制
で

六
日
町
保
健
所

（砒
７２

・
２

４
５
７
）
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

分の道量に
ととめよう
自 圏

囲
田
Ｍ
田
日
開
側
側
劇
回
Ｈ
団
円
円
日
岡
田
日
Ｈ
Ｈ
日
円
剛
囲
阿
Ｈ
問
日
日
田
回
劇
回
―…
……
…―
団
団

救
急
ミ
ニ
知
識

〈
１５
〉～
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
に
つ
い
て
～

tt

【参考】

骨
髄
バ
ン
ク
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

種    類
(ア )しコー)し濃度)

容 量 アルコー)し量

ビ ー )し
(5%)

633ml 32「 Y¬ |

日本酒、ワイン

(14%)
480ml 25rl]

焼   酎
(20%)

50ml 10ml

ウイスキー

(40%)
30ml 12ml

11月 の建設工事等入札結果 (落札額 250万円以上)
番号 工事名等 契約金額 (円 ) 請負業者

建第56号 芝原三俣線消雪施設 (さく井)工事 6, 8771 500 脚森下組

建第M号 通路8号線他消雪施設 (取水工)工事 2, 940, 000 l抑中由商会湯沢営業所

観第閉号 ロープウェー山麓駅前消雪パイプ布設工事 3, 916, 500 l有)種村組

簡第21号 滝ノ又地内路面本復旧工事 7, 927, 500 日東大都工業仰新潟営業所

建第62号 谷後線橋脚補強工事 6, 5941 000 l材寸森下組

建第52号 小原原新田線道路改良工事 3, 465, 000 lttl湯沢組

建委第∞号 原新田団地建築設計業務委託 3, 045, 000 同アーキファクトリー

(3)
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1.平成 12年度人件費 (普通会計決算)

(注)人件費には、特別職に支イGされる給料、報酬等を含みます。

2.平成 13年度給与費 (普通会計予算)

(注)当初予算に計上された額です。職員手当には、退職手当ガ含まれていません。

3.職員の平均給料月額及び平均年齢

4.職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

5-般 行政職の初任給

6.期末手当、勤勉手当、退職手当

/

平成 13年 4月 1日現在

住民基本台帳人□

(H13.3.31)
歳出額 (A) 実質収支 人件費 (B)

人件費率

(B/A)
平成 11年度

人件費率

9, 023人 7,664,301千円 358,910千 円 1,315,764千円 17.2% 15, 3%

職員数 (A)
給与費 一人当たり給与費

(B/A)給料 職員手当 期末・勤勉手当 計 (B)

150人 577,965千 円 88, 885千 円 247,679千 円 914, 529千 円 6,097千円

区分 湯沢田] 国 新潟県

一般行政職
平均給料月額 347,700円 329, 470円 377, 726円

平均年齢 44.8歳 40.2歳 42.4歳

技能力務職
平均給料月額 269, 900円 290, 508円 344, 170円

平均年齢 43.8歳 48,7歳 45.3歳

ヽ ′

し |ぎ

経験年数 5～ 15年未満 15～ 25年未満 25年以上

一般行政職
大学卒 264, 500円 333, 400円 423,000円

高校卒 244, 300円 311,000円 402,100円

区分 湯沢田」 国 新潟県

大学卒
初任イ̀含 174,400円 174,400円 181, 400円

採用 2年経過日給料月額 188, 900円 188, 900円 195, 000円

高校卒
初任給 141, 900円 141, 900円 146, 500円

採用 2年経過日給料月額 151, 800円 151,800円 157, 700円

区
ノ
刀
＼

湯沢田」 国

期末手当

勤勉手当

(平成 12年度支給割合)

国と同じ

(平成 12年度支イG割合)

期末手当 勤疱手当
6月期  1,45月 分 0,60月 分
12月 期  1.60月 分 0.55月 分
3同期  0.55月 分
計  3.60月 分 1.15月 分

職務上の段階・職務の級等による力0算捲置 有

退職手当

(支給率)

勤続 20年

勤続 25年

勤続 35年

最高限度額

(自己都合)

国と同じ

(勧奨・定年)

〃

〃

/′

国と同じ
〃

〃

〃

(支給率)

勤続 20年

勤続 25年

勤続 35年

最高限度額

(自己都合)

21.00月 分

33.75月 分
47.50月 分

60,00月 分

(勧奨・定年 )

28.875月 分
44.55月 分

62,70月 分

62.70月 分

その他の加算措昌

退職時特別昇給

平均支総額

国と同じ

2号棒
21,001千円

その他の加算措置

退職時特別昇給

平均支給額

早期退職者特例措箇 (2～ 20%)
1号棒

広報ゆざわ H13.12,9  (4)



区分 全職種

職員全体に占める手当支給職員の割合 1, 90ラ

`支給対象職員 1人当たり平均支給年額 42, 300円

手当の種類 6種類

代表的な手当の名称
支給額の多い手当 医師 (休日、深夜)手当

多くの職員に支イleこれている手当 徴収、差し押え、用地交渉手当

7.特殊勤務手当の状況

8.時間外勤務手当の状況

9,特別職等給料・報酬

11.定員・部門別職員数

10.一般行政職の級別職員数

(注)給与条例に基づく給料表の区分による職員数です。

12.定員適正化計画

町では、平成 13年度より、新た

な定員適正化計画 (計画期間は

平成 13年～ 17年度。5年 F日]で

13%、 28人の減員を図ることを

目的とする。)を策定し、取り組

んでいます。

平成 11年度
支給総額 43, 878千 円

職員 1人当たり支給年額 198千円

平成 12年度
支給総額 43,574千円

職員 1人当たり支給年額 267千円

級
標準的な

事務内容

職員数

(人 )

構成比

(%)

前年の

構成比

(%)

1 主事補 2 1.9 1.0

2 主事 6 5.8 4.8

3 主事 11 10.6 10.6

4
主事

主任
20 19.2 19.2

5
主任

係長
30 28, 9 31,7

6
課長補佐

副参事
17 16.3 13.5

7
課長

参事
11 10.6 12.5

8
課長

参事
7 6,7 6.7

計 104 100. 0 100, 0

給料 期末手当

町長 759, 000円
平成 12年度

支給割合

6月期
12月期

3同期

1.45月

1.60月

0.55月

計  3.60月

助役 614, 000円

収入役 582, 000円

教育長 522, 000円

報酬

議長 289, 000円

副議長 244, 000円

議員 213, 000円

区分 職員数 (前年比増減)
増減理由

き8P日 11年 12年 13年

一般

行政

議会 2 2 2

業務統廃合

介護保険業務区分変更

による減

公衆衛生から介護支援

へ異動

総務 26(△ 1) 29  ( 3) 29

税務 16 1 7 ( 1 ) 16(△ 1)

民生 49 ( 1) 51(2) 50(△ 1)

衛生 10 9(△ 1) 8(△ 1)

労働 0 0 0

農林

水産
9 8(△ 1) 8

商工 6 5(△ 1) 5

土木 15 13(△ 2) 13

小計 133 134 ( 1) 131(△ 3)

特別

行政
教育 24 22(△ 2) 20(△ 2) 用務員業務委託

による

減

普通会計 計 157 156(△ 1) 151(△ 5)

公営

企業等

病暁 21 21 19(△ 2)

医師業務委託による減

介護保険業務区分変更

による増

水道 9(1) 8(△ 1) 8

下水達 10 7(△ 3) 7

そのイ性 26(△ 2) 24(△ 2) 25 ( 1 )

小計 66(△ 1) 60 (△ 6) 59(△ 1)

合計 223(△ 1) 216(△ 7) 210(△ 6)

(5)



年末年始
犯罪 。事
の防止

故

犯
罪

・
事
故
が
多
発

し
や
す
い
時
期
で
す
。

《
簡
で
は
コ
コ
に
注
意
》

<傾向>
0若者が中年サラリーマンなどをしヽきなり恐喝する、いわゆる
「おやじ狩り」の多くは、深夜の人通りの少ない場所で発生

している。

●パチンコ景品交換所など、金品を持つている人を待ち伏せる

場合もある。

●ノ(ッ トやナイフを使つて褻うなど、

粗暴・凶悪化している。

<対策>
0人通りの少ない場所や、深夜の繁

華街など危険地帯を避ける。

●多額の現金を持ち歩かない。

●恐喝にあつたら、無理に抵抗せず、

その場から逃|ザるか、助けを求める。

年
末
年
始
は

ト

り

<傾向>
●ひつたくりの犯人は、人通りの少なしヽ場所で一瞬の

スキをねらってくる。

●自転車やミニパイクを使い、パッグを奪い取つて逃

走するケースが増えている。

●「何かついてますよ」と親切を装しヽ、スキをねらっ

てバッグを奪う手国も増えている。

<対策>
0道を歩くときには、車
などが通る側と反対に

ノヽッグを持つ。

●狭しヽ道では、ノくッグを

しつかり握るか胸に抱

えて持つ。

<傾向>
●切符売場、電車の中、ズパートの特売場、映画館な

ど、多くの人が集中する場所で発生しやすい。

●見張り役、実行役、逃走役などの役割分担をした集

団スリが増えている。

<対策>
●財布の場所は悟ら才1ないよ

X上着の内ポケット

Xズボンの後ろポケット

○カバンの奥

0パッグやリュックが開

しヽていないか注意。

酔
く、   ,い

広報ゆざわ Hl&12,9  (6)



可

魚沼地域職業訓練センター

パソコン自学習支援コース利用時間変更のお知らせ
パソコン自学習支援コース (独学用 CD― ROMを 使用し、自分の都合の良い時間に学習できる。)
について、下記の期間、夜間の教室利用が中止になりますのでお知らせします。

TEL 025-285-4165(新潟市上所 2-2-2 新潟ユニゾンプラザ 3階 )

新潟県高齢者総合相談センターでは、お年寄りやその家族の方々が抱える悩みごとや、

心配ごとの相談を無料で受け付けています。 (年末年始は除く。)

TEL 025-281-5550(24時間年中無休)

新潟県高齢者総合相談センターでは、中高年の方に役立ついろいろな情報をテレホン

サービスでお知らせします。

～ 12月 19日 「介護保険以外で受けられる福祉サービス」

12月 20日 ～ 1月 3日    「肝臓をいたわるお酒の飲み方」

1月 4日 ～ 1月 20日 「冷え性の人に」

利 ・用 時 間|
12月 17日 (月 )～平成 14年 1月 31日 (木)の間

月曜日～土曜日の午前 9時～午後 5時までは従来どおり利用できます。

(ただし、日曜日、祝祭日、年末年始を除く)

容内

独学用ソフト

*ワード2000 *エ クセル 2000 *ア ウトルック2000 *ア クセス2000
*パブリッシャー 2000 *パワーポイント2000(す べて入門編)

使  用  料‐ 無料

場 所 魚沼地域職業訓練センター 第 10A教室

※なお、都合により変更の場合もあります。

【問い合わせ】 魚沼地域職業訓練センター 冊L72・ 4554

お年寄りのよろず相談

相:談種類 ●本B談:目||: .相談時間|

よ ろ ず 相 談 毎週月～金曜日 9:00-17:00

専門相談

(予約が必要)

法 律 毎週月曜日、第 4木曜日 13:30^V46 :00

医 療 第 1水曜日 13:30⌒V15 :30

痴 呆 第 3水曜日 13:30ハV15 :30

公的年金 ,公的保険 第 1火曜日 13:30^V15 :30

税 金 第 2金曜日 10100- 12 100

健 康 ・ 介 護 第 2木曜日 10:00-16:00

テレホンサービス

1月 21日 ～ 1月 31日 「風邪をあなどるなかれ」



丈夫な筋肉・骨づくりのための

『けんこつ体操』をはじめてみませんか?

来年も、また 10年後も今と同じような生活ができるような身体づくりが大切です。

町では、いつまでも若マしい身体づくり 。脳を活性化する体操を

みなさんに普及し始め敲した。

内容は、血液の循環を良くし、血管の掃除、新しい物事にも対応で

きる頭と身体づくり、筋肉・骨に員荷をかけ丈夫な筋肉・骨づくり

をして:いくものです。

11月から下記の地区ではじめました。とても好評で、「も[)と多
く開催してもらいたい。」という声が多く間かれましたので、12月の

教室を案内します。膝や腰の痛い方もできる簡単な体操です。まだ、

参加されてといない方もぜひ参加してみてください。

【内容】

けんこつ体操の実技など

【参力0費】

1回 100円

【日程】

【持ち物】

フオル (自
′刀＼の両膝を巻いて結べるくらいの大きさのもの。)

飲み物 (体操中にのどガ渇きます。お茶などをお持ちください。)

※指導は、研修を積んだ「元気な高齢者づくリアシスタント」が行います。

動きやすい服装でおいでください。

申し込みはいりません。当日会場へ直接おいでください。

【間い合わせ】

介護支援センター T[L84-3000

ふ
L)育ごに

A 場 期 日 時  間
湯沢町公民館浅貝分館 12月 13日 ⑥

年後 1時 30分～ 3時

三俣地区館 12月 12日 ⑪

神立中央集会場 12月 10日 Θ、17日 Θ

萩原集会所 12月 10日 Θ、17日 Θ

松川生活改善センター 42月 6日⑥、21日◎

下湯沢公民館 12月 12日 ⑪、19日 ⑪

□―プウエー事業所 12月 12日 ⑪

湯沢町総合福祉センター 12月 12日 ⑪、19日 ⑪ 年後 1時～ 2時 30ノフ〕＼

ご
み
の
搬
入
受
付
を

午
後

９
時
ま
で
延
長

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
は
１２
月

か
ら
搬
入
受
付
時
間
を
延
長
し
ま

す
。【対
象
と
な
る
廃
棄
物
】

可
燃
ご
み

【実
施
施
設
】

ご
み
処
理
施
設

（焼
却
場
）

【受
付
時
間
】

月
～
金
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
９
時

土
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時

【問
い
合
わ
せ
】

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

阻
８２

・
０
３
３
９

ごみの減量にご協力を !

広報ゆざわ H13.12.9  (8)



ゆ
き
ぐ
に
大
和
総
合
病
院
で
は
、

平
成
１４
年
度
の
職
員
を
募
集
し
ま

す
。【載
種
】

看
妻
婦

（士
）

１０
名

助
産
婦
　
　
　
３
名

【党
験
資
格
】

看
妻
婦

（士
）
、
助
産
婦
の
資
格

を
有
す
る
方
ま
た
は
資
格
取
得
見

込
み
の
方
で
、
昭
和
４２
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
。

【試
験
内
容
】

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
内
容
で
、

地
方
公
務
員
と
し
て
蜂
妥
な

一
般

救
奏
試
験
及
び
職
種
と
し
て
姓
妥

な
専
門
試
験
、
作
文
試
験
、
面
接
試

験
を
行

い
ま
す
。

【試
験
日
時
】

平
成
１４
年
十
月
２３
日

（水
）

午
前
９
時
～

【試
験
会
場
】

大
わ
町
役
場

（
一
般
教
養
、
専
門
、
作
文
）

ゆ
き
ぐ
に
大
わ
総
合
病
院

（面
接
）

【申
込
の
際
提
出
す
る
も
の
】

・
覧
験
申
込
書

（大
和
町
役
場
及
び
ゆ
き
ぐ
に
大

和
総
合
病
院
に
あ
り
ま
す
。
）

・
履
歴
書

（市
販
）

・
資
格
免
許
証
の
写
し

・
健
康
診
断
書

（申
込
前
３
ヶ
月
以
内
に
実
施
）

・
写
真
３
枚

（サ
イ
ズ
は
縦
４

ｃｍ

×
横
３

ｃｍ
。

申
込
前

６

ヶ
月
以
内

に
撮
影
。

―
枚
は
受
験
申
込
書

に
貼
る
こ

と
。
）

【申
込
締
切
】

平
成
１４
年
十
月
日
日

（金
）

午
後
５
時
ま
で

【申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

〒
９
４
９

１
７
３
０
２

大
和
町
大
字
浦
佐
―
１
８
８
１
２

大
和
町
役
場
総
務
課
職
員
係

ＴＥＬ

７７

・

３

１

１

１

（内
線
２
２
４
）

○
作
業
療
法
士
、
理
学
療
法
士

（着
千
名
）

作
業
療
法
士
又
は
理
学
療
法
士

の
資
格
を
有
す
る
方
。

○
介
護
職

（若
千
名
）

高
校
卒
業
以
上
で
、
介
護
福
社

士
又
は

ヘ
ル
パ
１
２
級
の
資
格

を
有
す
る
方
。

Ｏ
米
養
士

（―
暑
）

管
理
栄
奏
士
又
は
米
奏
士
の
資

格
を
有
す
る
方
。

Ｏ
事
務
職

（若
千
名
）

高
等
学
校
卒
業
以
上
で
、
パ
ソ

コ
ン
の
操
作
が
で
き
る
方
。

※
他
に
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す

る
こ
と
。
資
格
は
、
平
成
１４
年
３

月
末
取
得
見
込
で
も
可
。

【
申
込
期
間
】

‐２
月
１５
日
（土
）
～
平
成
１４
年
十

月

１０
日

（木
）

（１２
月

３０
日

奮

）

～
平
成
１４
年
十
月
３
日
（木
）
を
除

く
。
）
【申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

み
な
み
園

ＴＥＬ

７３

・

３

１

５

５

脚離募…ぐ雑斡
合病院

社
会
福
祉
法

職
員
募
集

社
会
福
祉
法
人
南
魚
沼
福
社
会

で
は
、
平
成
１４
年
４
月
十
日
付
採

用
の
織
員
を
募
集
し
ま
す
。

【職
種
】

○
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（―
名
）

社
会
福
祉
士
又
は
柱
会
福
社
士

受
験
資
格
を
有
す
る
方
。

Ｏ
看
護
職

（若
千
名
）

看
護
婦

（士
）
、
准
看
護
婦

（士
）

も
し
く
は
保
健
婦

（士
）
の
免
許

を
有
す
る
方
。 鯵

福

祉

△
富

保攘議理    筆農    謙蔑

保険料・国民l健康保険税の支払簑等を封甚:でお1失露うせし

ます。     :     ― ・
12月中旬に封書で世幹主宛てに送付される予

1定です。

なお、辞しくは封書の裏面の長読弱をお1読みく.ださい。

～税務課 3権紐保縫課・住民課～

お
詫
び
と
訂
エ

Ｈ
月
２５
日
の
広
報

「
ま
ち
の

う
ご
キ
」
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
お
詫
び
し
て
訂
工
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

出
生
　
８
人

元
亡
　
６
人

転
入
　
４‐
人

転
出
　
３３
人

浅貝地区巡回診療のお知らせ

【日時】

12月 知 日～3月 塞 日の毎週木曜日

(1月 3日 と3月 21日 は、休診)

午後 2時 30分～3時 30分

【場所】

湯沢町公民館浅貝分館

【問い合わせ】

湯沢町国保診療所 ■L84・ ―塞∝

′、

う

(9)



湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
ダ
ー
内

レ
ス
ト
ラ
ン

（広
さ
‐０
，
５２
活
）
の

軽
食
営
業
受
託
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

‐２
月
１０
日

（月
）
～
２４
日

（月
）

午
前
８
時
３０
分
～

午
後
５
時
１５
分

【
痣
募
方
法
】

都
市
公
園
使
用
許
可
申
請
書

に
、

軽
食
営
業
計
画
書
を
添
付
し
、
提

出
し
て
く
だ
さ

い
。

【
使
用
条
件
】

使
用
料
等
の
契
約
条
件
は
別
途

協
議
し
ま
す
。

【聞

い
合
わ
せ
】

ｍ
湯
沢
町
都
市
施
設
公
社

ＴＥＬ

８４

・

‐

５

１

１

一
般
回
道
１７
号
三
国
ト
ン
ネ
ル

に
お

い
て
、
換
気
設
備
補
修
工
事

の
た
め
、
次
の
と
お
り
通
行
規
制

を
行

い
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

【
工
事
場
所
】

二
国
ト
ン
ネ
ル

【
期
日
】

‐２
月
１２
日

（本
）

（荒
天
の
場
合
は
、
土
・
日
曜
日
以

外

の
日
に
順
廷
）

【
時
間
】

午
前
９
時
～
正
午

（片
側
交
互
通
行
）

正
午
～
午
後
―
時

（
一
時
会
面
通
行
止
）

午
後
―
時
～
５
時

（片
側
丈
互
通
行
）

【
聞

い
合
わ
せ
】

六
日
町
警
察
署

砒
７０

。
０
１
１
０

【
期
間
】

‐２
月
２８
日
～
―
月
１０
日
で
ア
ル

バ
イ
ト
可
能
な
日

【
勤
務
時
間
】

午
前
８
時
３０
分

～
午
後
５
時
１５
分

【
職
場
】

飲
食
売
店
部
門
、

リ
フ
ト
、
ガ
イ
ド

レ
ン
グ
ル
ス
タ
ツ
フ

【募
集
人
数
】

着
千
名

【
条
件
】

■
年
船
３０
歳
以
下

（学
生
歓
迎
）

■
勤
務
態
度
が
ま
じ
め
で
接
客

マ

ナ
ー
の
Ｒ

い
方

■
通
勤
可
能
な
方

【
痣
募
】

所
定

の
申
込
書
に
蜂
妥
事
項
を

記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

【
締
切
】

‐２
月
２０
日

（木
）

【
聞

い
合
わ
せ
】

ロ
ー
プ
ウ

エ
ー
事
業
所
総
務
係

砒
８４

・
３
３
２
６

南
魚
沼
郡
交
通
安
全
協
会
湯
沢

支
部
で
は
、
無
事

故
、
無
逹
反

の

１０

。
２０

。
３０

。
４０

．
５０
年

の
表
彰

の
申
請
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

な
お
、
交
通
安
全
協
会

の
会
員

に

限
り
ま
す
。

【申
請
書

の
提
出
先
】

樋

ロ
　
エ
俊

（
八
木
沢
）

凪
８８

・
９
２
５
０

安
部
　
昭

（上
十
）

砒
８４

・
４
０
８
１

山
本
　
文
次

（せ
野
二
）

ＴＥＬ

８７

・

３

０

１

３

【申
請
締
切
】

‐２
月
２８
日

（金
）

ご
結
幅
お
め
て
と
う
ご
さ
い
ま
す

■
月
２２
日
　

寺
口
　

和
也

さ
ん

（駅
通
）

（小
泉
）

祐
子

さ
ん

（群
馬
県
新
治
村
）

お
誕
生
お
め
て
と
つ
ご
さ
い
ま
す

■
月
７
日

　

鈴
木
　
ま
り
の
さ
ん

（堰
場
、
利
之

・
美
穂
さ
ん
）

１１
月
２‐
日

　

中
山
　
愛
樹
翔
さ
ん

（上
中
、
昌
樹

・
沙
織
さ
ん
）

■
月
２‐
日
　
小
野
塚

　
ス
イ

さ
ん

（谷
後
、
８３
歳
）

１１
月
２５
日

　

藤
崎

　

竹
七

さ
ん

（旭
原
、
８８
歳
）

■
月
２７
日

　

山
岸
　
　
茂
　
さ
ん

（原
新
田
、
６４
歳
）

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
ガ
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※
次
国
の
広
報
は
１２
月
２３
日

（日
）
発
行
で
す
。

ス

の

つ

「トラッキング現象」にこ注意
働東北電気保安協会
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